
　
市
で
は
、「
大
崎
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
」の
改
定
を
進
め
て

い
ま
す
。皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　
■
計
画
の
公
表
方
法

❶
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
閲
覧

❷
窓
口
で
の
閲
覧

▼�

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）

▼�

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
各
総
合
支
所
地　

域
振
興
課
内
）

▼�

健
康
推
進
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

■
対
象

　
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤・
通
学
し
て

い
る
人
、市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
法
人

■
意
見
の
提
出
期
間

　
１
月
９
日
㈮
～
29
日
㈭

■
意
見
の
書
き
方

　
次
の
内
容
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、匿
名
の
問
い
合
わ
せ
や
電
話
で
の
意

見
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

❶
計
画（
中
間
案
）に
対
す
る
意
見

❷
氏
名
ま
た
は
事
業
所
名
称

❸
住
所
ま
た
は
事
業
所
所
在
地

❹
連
絡
先（
電
話
番
号・Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

■
提
出
方
法

❶
持
参
の
場
合

　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）　
８
時
30

分
～
17
時
15
分

　
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
に
持
参

❷
郵
送
の
場
合

　
〒
９
８
９

－

６
１
８
８

　
古
川
七
日
町
１
番
１
号

　
健
康
推
進
課
に
郵
送（
１
月
29
日
㈭
消

印
有
効
）

❸
フ
ァ
ク
ス
の
場
合

　
健
康
推
進
課
に
送
信

❹
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　
件
名
を「
大
崎
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画【
改
定
版
】（
中
間
案
）へ

の
意
見
」と
し
、健
康
推
進
課（kenko@

city.osaki.m
iyagi.jp

）へ
送
信

❺
応
募
フ
ォ
ー
ム
の
場
合

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
意
見
を
入
力

※�

応
募
フ
ォ
ー
ム
の
開
設
期
間
は
、意
見

の
提
出
期
間
と
同
様
で
す
。

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
帯
状
疱

疹
の
定
期
予
防
接
種
に
今
年
度
該
当
し
て

い
る
人
は
、年
度
末
を
過
ぎ
る
と
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。接
種
希
望
者
は
、受

け
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
８
年
度
該
当
者
は
、３
月
中
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

■
接
種
期
間

　
３
月
31
日
㈫
ま
で

■
対
象
者

❶�

令
和
７
年
度
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80

歳・85
歳・90
歳・95
歳・１
０
０
歳
を
迎

え
る
人（
年
度
基
準
）

❷�

１
０
０
歳
以
上
の
人（
令
和
７
年
度
限

定
）

❸�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
が
あ
り
、日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
人（
誕
生
日
基
準
）

■
持
ち
物

　
住
所・
年
齢
が
分
か
る
本
人
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な

ど
）、生
活
保
護
受
給
者
は
受
給
者
証

■
申
込
方
法

　
市
指
定
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

※�

市
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、あ

ら
か
じ
め
健
康
推
進
課
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

帯
状
疱ほ

う
し
ん疹

の
定
期
予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い  

問 

健
康
推
進
課
保
健・地
域
医
療
担
当　
☎
㉓
２
２
１
５

大
崎
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画【
改
定
版
】

（
中
間
案
）へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す 

問 

健
康
推
進
課
保
健・地
域
医
療
担
当　
☎
㉓
２
２
１
５　
FAX
㉓
９
８
８
０

　令和7年11月22日、「2025年度水辺の
自然再生共同シンポジウム」を開催しまし
た。
　このシンポジウムは、市と県内外の複数
の自然保護団体で構成される「水辺の自然
再生共同シンポジウム実行委員会」が主催
し、今回で21回目となります。
　当日は約50人が参加し、地球温暖化に
よる水生生物への影響やアメリカザリガ
ニなどの特定外来生物の防除方法につい
て知見を深めました。また、NPO法人シナ
イモツゴ郷の会理事長の高橋 清

き よ た か

孝 氏は、
令和7年9月に市の天然記念物に指定され
たゼニタナゴやシナイモツゴ生息地の保全
について「地域ぐるみの取り組みをさらに
強化し拡大しながら、郷土の豊かな自然を
守っていきたい」と強い意欲を示しました。
　市では、今後も関係団体と協力し、水辺
の自然環境の保全に取り組んでいきます。

多国の文化に触れ、交流を深めました

水辺の自然再生共同シンポ
ジウムを開催しました

　令和7年11月30日、「第1回おおさき多文化共生フェス
ティバル」を開催しました。
　初開催となる今回は、インドネシアの伝統舞踊、モンゴル
の伝統楽器・馬

ば

頭
と う

琴
き ん

の演奏、民族衣装の紹介、市内4校の高校
生による多文化共生の取り組みの発表、おおさき日本語学校
の留学生による母国の歌の披露など、多彩なプログラムがあ
りました。来場者は各国・地域の特色ある文化に目を輝かせ
て興味深く話を聞き、交流を深めていました。
　このイベントを通して、文化や言語などの多様性を「違い」
ではなく「力」
や「宝」として
捉え、互いを
知り、尊重し
合う多文化共
生のまちづく
りへの一歩を
踏み出すきっ
かけとなりま
した。

おおさきオープンイノベーションピッチ
2025を開催しました

　令和7年11月27日、「おおさきオープンイノベーションピッ
チ2025」を開催しました。
　このイベントは、本市の観光・産業資源と協業する提案や行
政施策に対する提案を競うビジネスプランコンテストです。
2回目となる今年は海外を含む77社から応募がありました。
　当日は、事前審査を通過したファイナリスト10社が個性的
なビジネスプランを発表し、最終審査を行いました。審査の結
果、鳴子こけしや鳴子漆器などで創造された和室空間を海外
に輸出する事業を提案したO

オ ミ セ

miisay株式会社が最優秀賞に選
ばれました。
　本市は、イベントを契機に新たな事業展開が図られること
を期待し、地域産業のさらなる発展に取り組みます。

- INFORMATION - アイコンの説明

広報おおさき　令和8年1月号広報おおさき　令和8年1月号 1212広報おおさき　2026年1月号広報おおさき　2026年1月号1313

▲�長年にわたりシナイモツゴやゼニタナゴの
保全に携わる高橋 清孝 氏

▲革新的なアイデアで大崎の未来を創ります

■定期予防接種の各ワクチンの特徴
生ワクチン 組み換えワクチン

料金 4,000円×1回 11,000円×2回

特徴

▶皮下注射を1回
▶効果の持続期間は5～7年
▶�免疫抑制状態の人、輸血やガ
ンマグロブリン製剤の投与を
受けて3カ月（大量療法は6
カ月）を経過していない人は
接種不可

▶筋肉注射を2回
▶効果の持続期間は10年以上
▶�2カ月の間隔を置いて2回接
種する必要がある

※生活保護受給者は無料です。
※�組み換えワクチンの接種希望者は、1回目と2回目の間隔を2カ月以上空け
る必要があるため、定期接種期間内に受けたい場合は、1回目の接種を1月中
に終える必要があります。

▲インドネシアのゲーム「チョンクラック」で交
　流を深める留学生と来場者


